
「採材現地検討会を開催しました」

令和２年１２月８日（火）に、青森市内の六枚橋山国有林において、青森県森林組合連

合会、青森県木材協同組合、青森県森林整備事業協同組合、関係する林業事業体、東北森

林管理局青森事務所及び当署の担当者など３７名が参加して採材現地検討会を開催しまし

た。

開会に当たって、青森森林管理署長から「青森ヒバをいかに有効活用できるかが大事で

す。付加価値を高めるような採材を行うよう留意していただきたい。また、広葉樹につい

ては、需要が最近高まっているので、展示即売会で高く売れている。市場の動向に応じて

出材できるようにしたい。」との挨拶がありました。

開会式 ヒバ丸太の採材検討

参加者は４班に分かれ、青森ヒバ３本、広葉樹１本の丸太４本を対象として、有利な採

材方法の検討を行いました。各班では意見を出し合いながら採材（玉切り）位置を決めて

いきました。丸太１本ごとに採材位置を皆で検討した後、青森ヒバ１本については実際に

チェンソーで玉切って、木口を確認しました。

各班から検討結果の説明 東北森林管理局青森事務所からの講評

最後に、東北森林管理局青森事務所の担当者から、「青森ヒバの末口４０ cm を超える
通直な丸太は、社寺仏閣用として根強い人気がある。４ m の定尺にこだわらず、できる
だけ長く採材していただきたい」等の説明がありました。

今回の検討会を受け、林業事業体等と当署が連携し、有利な採材に向けた取組を進める

よう意思統一しました。


